
大分市

大分市
総合計画

概要版

　大分市のまちづくりを総合的かつ計画的に進めるため、市政運営の基本指針として定める計画です。
　大分市には様々な行政計画がありますが、総合計画は最上位計画であり、大分市の行政運営は全て総合
計画に沿って進められます。

　わが国では、急速に少子高齢化が進み、本格的な人口減少社会を迎えるなか、本
市におきましても、今後、人口が減少に転じることが予測され、福祉や防災・減災対
策など市民の皆様に身近な施策の充実をはじめ、地域の活力維持や地域コミュニティの活性化、効率的な
行政運営など、諸課題への速やかな対応が求められております。
　こうした認識のもと、市民の皆様や市議会からいただいたご意見を踏まえ、新たな時代にふさわしい大
分市を創造するためのまちづくりの指針として、このたび、大分市総合計画「おおいた創造ビジョン２０２４」
を策定いたしました。
　本計画では、市民の皆様とともに、明るい笑顔が輝き、ひと・まちの夢と魅力があふれる、輝かしい未
来を創造する都市を築いていきたいとの思いを込めて、「笑顔が輝き　夢と魅力あふれる　未来創造都
市」を新たな都市像として掲げております。
　今後は、市民主体のまちづくりを念頭に置き、新たな都市像の実現に向けて、本計画に掲げる各種施
策を着実に実行してまいります。市民の皆様のより一層のご協力をお願い申し上げます。

平成２８年６月

　基本構想は、本市のまちづくりの最も基本的
な指針として、これから本市がめざすまちの姿
（都市像）と、それを実現するために行う必要
がある対策（基本的な政策）を定めるものです。

　基本計画は、基本構想を実現するため
の具体的な政策・施策の関係を体系的
に示すとともに、個別の施策項目の内容
を明らかにするものです。
　また、計画推進の基本姿勢として、
「市民主体のまちづくり」など６項目を
掲げ、各種施策の推進に取り組むことと
しています。

総合計画の構成
　総合計画は、「基本構想」「基本計画」によって構成されます。

基 本 構 想 ‥‥‥‥‥‥‥ P２～３

基 本 計 画 ‥‥‥‥‥‥‥ P４～７
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総合計画とは

「笑顔が輝き 夢と魅力あふれる 未来創造都市」
の実現に向けて

※表紙の写真は、大分市の中心部と市内各地域の行事や名所を掲載しています。
　（右から「さがのせき朝市（佐賀関地区）」「萬弘寺の市（坂ノ市地区）」「大在コスモスまつり（大在地区）」「高尾山自
然公園（明野地区）」「本場鶴崎踊大会（鶴崎地区）」）「大野川合戦まつり（大南地区）」「ななせの火群まつり（稙田地区）」「今
市石畳まつり（野津原地区）」

計画推進の基本姿勢

具体的な政策・施策

基本的な政策

めざすまちの姿（都市像）

●市民主体のまちづくり
●個性を生かした自立したまちづくり
●市民ニーズに対応した多様な連携

●行政改革の推進・計画的な財政運営
●計画に基づく政策・施策の推進
●地方創生の推進

笑顔が輝き  夢と魅力あふれる
未来創造都市
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　めざすまちの姿（都市像）の実現を目指し、6つの「基本的な政策」を掲げ、それに沿った各種施策を展
開することとします。

基本的な政策

健やかでいきいきと暮らせる
あたたかさあふれるまちづくり
（市民福祉の向上）

　市民一人ひとりが、人権を尊重し、互いに認
め合い、だれもが住み慣れた地域で生きがいを
持って、健やかでいきいきと安心して暮らして
いける地域社会をつくります。また、安心して
子どもを産み育てることができる環境を整え、
社会全体で子どもの健やかな成長を支えるまち
づくりを進めます。

1 豊かな心とたくましく
生きる力をはぐくむまちづくり
（教育・文化の振興）

　未来を担う子どもたちの豊かな人間性や社会
性をはぐくむとともに、個性を尊重し、創造性
を伸ばすことによって、一人ひとりの可能性を
最大限に引き出し、変化の激しい社会をたくま
しく生きる力をはぐくみます。また、生涯にわ
たって主体的に学び、文化・芸術やスポーツに
親しむなど、だれもが潤いや生きる喜びを実感
でき、ふるさとに誇りの持てるまちづくりを進
めます。

2

安全・安心を
身近に実感できるまちづくり
（防災安全の確保）

　地震や津波、台風などの自然災害はもとよ
り、テロや武力攻撃事態、さらには交通事故や
犯罪など、日常生活を脅かすあらゆる危機事象
を想定し、市民、地域、行政及び関係機関がそ
れぞれの役割分担（自助・共助・公助）のもと
に連携・協働して、被害を未然に防止し、また
は最小限に抑えることができるよう対策を着実
に推進し、安全・安心を身近に実感できるまち
づくりを進めます。

3 にぎわいと活力あふれる
豊かなまちづくり
（産業の振興）

　経済を活性化し、企業の経営基盤の強化、農
林水産物や工業製品をはじめとする産品の供給
体制の充実など、地域の発展を支える各種産業
の機能強化を図ります。また、関係機関との連
携を強化し、住む人や訪れる人たちにとっての
新たな魅力を創出することでにぎわいと活力に
満ちた豊かなまちづくりを進めます。

4

将来にわたって持続可能な
魅力あふれるまちづくり
（都市基盤の形成）

　潤いや美しさ、豊かさなどで満たされるバラ
ンスのとれた都市の創造を目指して、各地域の
現況や特性を生かした生活サービス機能の充実
と集約により、コンパクトで暮らしやすいまち
づくりを進めます。また、日常生活での快適
性・利便性の向上を図り、将来にわたって住み
慣れた地域で安心して暮らせる持続可能な魅力
あるまちづくりを進めます。

5 自然と共生する
潤い豊かなまちづくり
（環境の保全）

　清潔で安全に暮らせる快適な生活環境を構築
するため、市民、事業者、行政が連携して、環
境に優しい循環型社会を形成するとともに、地
球的規模の環境問題に取り組みます。また、豊
かな自然を守りながら、魅力あふれる環境を次
世代に引き継ぐため、生物や自然に対する理解
を深め、人と自然が共生する潤い豊かな都市を
目指します。
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期　間
2016（平成28）年度
～2024（平成36）年度

めざすまちの姿（都市像）

未来へのキーワード

予想人口

477,900人

　―未来の大分市がどのようなまちになるか―それは、わたしたち大分市民一人ひとりの、
自分のまちへの思いの結晶であり、同時に、今を生きるわたしたちの思いを次の世代に引き
継ぎながら、将来の夢の実現に向けてともに考え行動し続けるなかで見えてくるものです。
　理想とする未来の大分市に思いを馳せ、個性のある、活力に満ちたまちを思い描くとき、
わたしたち大分市民が共有するまちのイメージとして「未来へのキーワード」が浮かんでき
ます。

「はぐくむ」
市民一人ひとりの夢が
実現できるまち

「つくる」
個性と魅力あふれる
創造性豊かなまち

「つながる」
安全・安心な暮らしを
実感できるまち

「ひろがる」
世界に広がる

交流拠点となるまち

     が輝き     と　　 あふれる笑顔 夢 魅力
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　めざすまちの姿（都市像）の実現を目指し、6つの「基本的な政策」を掲げ、それに沿った各種施策を展
開することとします。

基本的な政策

健やかでいきいきと暮らせる
あたたかさあふれるまちづくり
（市民福祉の向上）

　市民一人ひとりが、人権を尊重し、互いに認
め合い、だれもが住み慣れた地域で生きがいを
持って、健やかでいきいきと安心して暮らして
いける地域社会をつくります。また、安心して
子どもを産み育てることができる環境を整え、
社会全体で子どもの健やかな成長を支えるまち
づくりを進めます。

1 豊かな心とたくましく
生きる力をはぐくむまちづくり
（教育・文化の振興）

　未来を担う子どもたちの豊かな人間性や社会
性をはぐくむとともに、個性を尊重し、創造性
を伸ばすことによって、一人ひとりの可能性を
最大限に引き出し、変化の激しい社会をたくま
しく生きる力をはぐくみます。また、生涯にわ
たって主体的に学び、文化・芸術やスポーツに
親しむなど、だれもが潤いや生きる喜びを実感
でき、ふるさとに誇りの持てるまちづくりを進
めます。

2

安全・安心を
身近に実感できるまちづくり
（防災安全の確保）

　地震や津波、台風などの自然災害はもとよ
り、テロや武力攻撃事態、さらには交通事故や
犯罪など、日常生活を脅かすあらゆる危機事象
を想定し、市民、地域、行政及び関係機関がそ
れぞれの役割分担（自助・共助・公助）のもと
に連携・協働して、被害を未然に防止し、また
は最小限に抑えることができるよう対策を着実
に推進し、安全・安心を身近に実感できるまち
づくりを進めます。

3 にぎわいと活力あふれる
豊かなまちづくり
（産業の振興）

　経済を活性化し、企業の経営基盤の強化、農
林水産物や工業製品をはじめとする産品の供給
体制の充実など、地域の発展を支える各種産業
の機能強化を図ります。また、関係機関との連
携を強化し、住む人や訪れる人たちにとっての
新たな魅力を創出することでにぎわいと活力に
満ちた豊かなまちづくりを進めます。

4

将来にわたって持続可能な
魅力あふれるまちづくり
（都市基盤の形成）

　潤いや美しさ、豊かさなどで満たされるバラ
ンスのとれた都市の創造を目指して、各地域の
現況や特性を生かした生活サービス機能の充実
と集約により、コンパクトで暮らしやすいまち
づくりを進めます。また、日常生活での快適
性・利便性の向上を図り、将来にわたって住み
慣れた地域で安心して暮らせる持続可能な魅力
あるまちづくりを進めます。

5 自然と共生する
潤い豊かなまちづくり
（環境の保全）

　清潔で安全に暮らせる快適な生活環境を構築
するため、市民、事業者、行政が連携して、環
境に優しい循環型社会を形成するとともに、地
球的規模の環境問題に取り組みます。また、豊
かな自然を守りながら、魅力あふれる環境を次
世代に引き継ぐため、生物や自然に対する理解
を深め、人と自然が共生する潤い豊かな都市を
目指します。
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わたしたち大分市民が共有するまちのイメージとして「未来へのキーワード」が浮かんでき
ます。
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　基本構想に掲げた６つの基本的な政策を進めるため、次の体系図に示すように具体的な政
策とその実施のための施策を展開します。

基本的な政策の体系
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健やかでいきいきと暮らせるあたたかさあふれるまちづくり
（市民福祉の向上）1

　　社会福祉の充実　
　　● 地域福祉の推進
　　● 子ども・子育て支援の充実
　　● 高齢者福祉の充実
　　● 障がい者（児）福祉の充実
　　● 社会保障制度の充実

　　健康の増進と医療体制の充実　
　　● 健康づくりの推進
　　● 地域医療体制の充実

　　人権尊重社会の形成　
　　● 人権教育・啓発及び同和対策の推進
　　● 男女共同参画社会の実現

　　地域コミュニティの活性化　

　　健全な消費生活の実現　

豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむまちづくり
（教育・文化の振興）

　　豊かな人間性の創造　
　　● 生きる力をはぐくむ学校教育の充実
　　● 子どもたちの学びを支える教育環境の充実
　　● 社会教育の推進と生涯学習の振興

　　個性豊かな文化・芸術の創造と発信　

　　スポーツの振興　

　　国際化の推進　

安全・安心を身近に実感できるまちづくり
（防災安全の確保）

　　防災力の向上　
　　● 防災・危機管理体制の確立
　　● 治山・治水対策の充実

　　安全・安心な暮らしの確保
　　● 消防・救急体制の充実
　　● 交通安全対策の推進
　　● 防犯体制の強化

2

3

にぎわいと活力あふれる豊かなまちづくり
（産業の振興）

　　
　　特性を生かした生産業の展開　
　　● 工業の振興
　　● 農業の振興

　　活気ある流通・サービス業の展開
　　● 商業・サービス業の振興
　　● 流通拠点の充実

　　安定した雇用の確保と勤労者福祉の充実　

　　魅力ある観光の振興

4

将来にわたって持続可能な魅力あふれるまちづくり
（都市基盤の形成）

　　快適な都市構造の形成と機能の充実
　　● 計画的な市街地の形成
　　● 交通体系の確立

　　安定した生活基盤の形成
　　● 水道の整備
　　● 下水道の整備

5

自然と共生する潤い豊かなまちづくり
（環境の保全）

　　豊かな自然の保全と緑の創造　

　　快適な生活環境の確立
　　● 廃棄物の適正処理
　　● 清潔で安全な生活環境の確立

6

● 林業の振興
● 水産業の振興

● 地域情報化の推進

● 安全で快適な住宅の整備
● 公園・緑地の保全と活用

● 公害の未然防止と環境保全
● 地球環境問題への取組

４５

期　間
2016（平成28）年度
～2019（平成31）年度

予想人口

478,100人



　基本構想に掲げた６つの基本的な政策を進めるため、次の体系図に示すように具体的な政
策とその実施のための施策を展開します。
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健やかでいきいきと暮らせるあたたかさあふれるまちづくり
（市民福祉の向上）1

　　社会福祉の充実　
　　● 地域福祉の推進
　　● 子ども・子育て支援の充実
　　● 高齢者福祉の充実
　　● 障がい者（児）福祉の充実
　　● 社会保障制度の充実

　　健康の増進と医療体制の充実　
　　● 健康づくりの推進
　　● 地域医療体制の充実

　　人権尊重社会の形成　
　　● 人権教育・啓発及び同和対策の推進
　　● 男女共同参画社会の実現

　　地域コミュニティの活性化　

　　健全な消費生活の実現　

豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむまちづくり
（教育・文化の振興）

　　豊かな人間性の創造　
　　● 生きる力をはぐくむ学校教育の充実
　　● 子どもたちの学びを支える教育環境の充実
　　● 社会教育の推進と生涯学習の振興

　　個性豊かな文化・芸術の創造と発信　

　　スポーツの振興　
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安全・安心を身近に実感できるまちづくり
（防災安全の確保）

　　防災力の向上　
　　● 防災・危機管理体制の確立
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　　安全・安心な暮らしの確保
　　● 消防・救急体制の充実
　　● 交通安全対策の推進
　　● 防犯体制の強化

2

3

にぎわいと活力あふれる豊かなまちづくり
（産業の振興）
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　　● 工業の振興
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4

将来にわたって持続可能な魅力あふれるまちづくり
（都市基盤の形成）

　　快適な都市構造の形成と機能の充実
　　● 計画的な市街地の形成
　　● 交通体系の確立

　　安定した生活基盤の形成
　　● 水道の整備
　　● 下水道の整備

5

自然と共生する潤い豊かなまちづくり
（環境の保全）
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　　● 清潔で安全な生活環境の確立

6

● 林業の振興
● 水産業の振興

● 地域情報化の推進

● 安全で快適な住宅の整備
● 公園・緑地の保全と活用

● 公害の未然防止と環境保全
● 地球環境問題への取組

４５

期　間
2016（平成28）年度
～2019（平成31）年度

予想人口

478,100人
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健やかでいきいきと暮らせるあたたかさあふれるまちづくり
（市民福祉の向上）1

保育施設利用待機児童数
現状値（2016年4月現在）

350人
目標値（2019年度見込）

0人

認知症サポーター養成講座
受講者数（累積）

現状値（2015年度末現在）

26,376人
目標値（2019年度見込）

50,000人

国民健康保険加入者の
特定健康診査受診率

現状値（2014年度末現在）

35.2%
目標値（2019年度見込）

60.0%

豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむまちづくり
（教育・文化の振興）2

国・県・市主催の学力調査で
全国平均以上の教科の割合

現状値（2015年度調査）

78.9%
目標値（2019年度見込）

100%

市民1人当たりの図書貸出冊数
現状値（2015年度実績）

2.9冊
目標値（2019年度見込）

4.8冊

美術館利用者数
現状値（2007～2015年度平均値）

412,004人
目標値（2016～2019年度平均値）

500,000人

安全・安心を身近に実感できるまちづくり
（防災安全の確保）3

防災訓練を実施した
自主防災組織数

現状値（2015年度実績）

376組織
目標値（2016～2019年度の累積）

全自主防災組織
※2015年度末現在 600組織

土砂災害ハザードマップ作成箇所数
（土砂災害危険箇所数1,958箇所
（2016年3月末現在））

現状値（2015年度末現在）

33箇所
目標値（2019年度見込）

1,000箇所

一般・普通・上級救命講習受講者数
現状値（2015年度実績）

11,585人
目標値（2016～2019年度の累積）

56,000人

にぎわいと活力あふれる豊かなまちづくり
（産業の振興）4

誘致企業件数
現状値（2015年度実績）

８件

目標値（2016～2019年度の累積）

28件

小売商業の年間商品販売額
現状値（2014年度実績）

4,863億円
目標値（2019年度見込）

5,000億円

観光入込客数
現状値（2014年実績）

3,437,002人
目標値（2019年見込）

4,600,000人

将来にわたって持続可能な魅力あふれるまちづくり
（都市基盤の形成）5

無電柱化延長（累積）
現状値（2015年度末現在）

40.2km
目標値（2019年度見込）

43.0km

市が設置する中心市街地における
駐輪場の収容台数

現状値（2015年度末現在）

3,871台
目標値（2019年度見込）

4,650台

公衆無線ＬＡＮアクセスポイント数
（累積）

現状値（2014年度末現在）

3,028　　  
目標値（2019年度見込）

自然と共生する潤い豊かなまちづくり
（環境の保全）6

ごみ排出量
現状値（2015年度実績）

158,298t
目標値（2019年度見込）

145,000t

狂犬病予防注射率
現状値（2015年度実績）

63.3%
目標値（2019年度見込）

75.0%

大分市全域の温室効果ガス排出量
現状値（2013年度実績）

25,232千t-co2
目標値（2019年度見込）

1.8%減
（24,783千t-co2）

主な目標設定

アクセス
ポイント 3,550　　  アクセス

ポイント

※基本計画では合計105項目の目標設定を掲げています。ここではその中の主なものを掲載しています。
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大分市

大分市
総合計画

概要版

　大分市のまちづくりを総合的かつ計画的に進めるため、市政運営の基本指針として定める計画です。
　大分市には様々な行政計画がありますが、総合計画は最上位計画であり、大分市の行政運営は全て総合
計画に沿って進められます。

　わが国では、急速に少子高齢化が進み、本格的な人口減少社会を迎えるなか、本
市におきましても、今後、人口が減少に転じることが予測され、福祉や防災・減災対
策など市民の皆様に身近な施策の充実をはじめ、地域の活力維持や地域コミュニティの活性化、効率的な
行政運営など、諸課題への速やかな対応が求められております。
　こうした認識のもと、市民の皆様や市議会からいただいたご意見を踏まえ、新たな時代にふさわしい大
分市を創造するためのまちづくりの指針として、このたび、大分市総合計画「おおいた創造ビジョン２０２４」
を策定いたしました。
　本計画では、市民の皆様とともに、明るい笑顔が輝き、ひと・まちの夢と魅力があふれる、輝かしい未
来を創造する都市を築いていきたいとの思いを込めて、「笑顔が輝き　夢と魅力あふれる　未来創造都
市」を新たな都市像として掲げております。
　今後は、市民主体のまちづくりを念頭に置き、新たな都市像の実現に向けて、本計画に掲げる各種施
策を着実に実行してまいります。市民の皆様のより一層のご協力をお願い申し上げます。

平成２８年６月

　基本構想は、本市のまちづくりの最も基本的
な指針として、これから本市がめざすまちの姿
（都市像）と、それを実現するために行う必要
がある対策（基本的な政策）を定めるものです。

　基本計画は、基本構想を実現するため
の具体的な政策・施策の関係を体系的
に示すとともに、個別の施策項目の内容
を明らかにするものです。
　また、計画推進の基本姿勢として、
「市民主体のまちづくり」など６項目を
掲げ、各種施策の推進に取り組むことと
しています。

総合計画の構成
　総合計画は、「基本構想」「基本計画」によって構成されます。

基 本 構 想 ‥‥‥‥‥‥‥ P２～３

基 本 計 画 ‥‥‥‥‥‥‥ P４～７
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総合計画とは

「笑顔が輝き 夢と魅力あふれる 未来創造都市」
の実現に向けて

※表紙の写真は、大分市の中心部と市内各地域の行事や名所を掲載しています。
　（右から「さがのせき朝市（佐賀関地区）」「萬弘寺の市（坂ノ市地区）」「大在コスモスまつり（大在地区）」「高尾山自
然公園（明野地区）」「本場鶴崎踊大会（鶴崎地区）」）「大野川合戦まつり（大南地区）」「ななせの火群まつり（稙田地区）」「今
市石畳まつり（野津原地区）」

計画推進の基本姿勢

具体的な政策・施策

基本的な政策

めざすまちの姿（都市像）

●市民主体のまちづくり
●個性を生かした自立したまちづくり
●市民ニーズに対応した多様な連携

●行政改革の推進・計画的な財政運営
●計画に基づく政策・施策の推進
●地方創生の推進

笑顔が輝き  夢と魅力あふれる
未来創造都市
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